
代表理事 後藤 裕一郎

新年の御挨拶含めアミー

ゴスを代表者、私から支援

されていらっしゃる各支援

者の一人一人の方へ申し上

げます。

皆様、各位様には昨年の

一年間、令和三年中は新型

コロナ・ウイルス感染症事件が二年間以上猖獗する

中、大きな犠牲や反省に公私に渡り悩まされた一年

ではなかったかと、アミーゴス’を代表して私より

御見舞いを申し上げます。

さて、当会の活動も丸二十五年の節目を終えようと

して居る現在、NPOである当会へも種々の希望や

課題が突きつけられて居ます。

アミーゴスの活動拠点は其の名の通りに‘北関東地

域’に在りますが、数年前からは群馬県内以外の栃

木県（宇都宮市；済生会宇都宮病院）、埼玉県（川

口市；川口協同病院）、東京都（清瀬市；親愛病院）、

其れに茨城県（取手市、あおぞら診療所）、千葉県

（松戸市、東葛病院）と一都五県への拠点拡大は今

の処、軌道に乗って居ます。此れ等は我々、理事・

幹事や会主宰者のみならず、各支援者であられる皆
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様のアミーゴスへの御尽力が在っての賜物とアミー

ゴスからは各位様へ御礼を申し上げます。

アミーゴスとしても、この販路拡大を受け従来から

の医療的支援は当然の事、災害時人道的支援や学習

会等へ取り組んで行きつつ、当会の目的である社会

的貢献を引き続き企画、予定して居ます。

其の背景には、当会活動に共鳴して下さる方々の輪

の広がりもさる事乍ら、其の物理的支援（寄付金や

物資等の事ですが）を御申し出下さる個人や法人の

増加や寄付内容の潤沢化が欠かせない一条件とも成っ

て居る事は間違い在りません。

此の点に付いても、現在の‘コロナウイルス感染症’

一色の世界に我々が直面して居るからこそ、御支援

して下さる各支援者の皆様の御理解や御協力を当会

からも従来同様又は其れ以上に衷心より御願い申し

上げます。

一方に在り、昨年一月頃からの‘コロナウイルス

感染症’の猖獗は其の終結時期を知らないまま、今

も‘汎世界病’として政治、経済、一般市民社会、

其の他に渡って著明で深い影響を与えつつあります。

当会の活動も其の直接的影響を被り、今は‘医療相

談会’の開催を自重して居る段階です。

（因みに 近は、十一月三日の東京四谷での‘医療

相談会’が唯一の相談会でした。）

当会の「困窮する外国籍住民への支援」成る当所の

目的からしても、彼等と直接御会いして其の問題点

を探ろうとする行為自体が困難な状況に在りまして、

其の従来通りの再開時期に関しては随時に御知らせ

して行きますので皆様の若干の御辛抱と御理解の程

を当会から宜しく御願い申上げる次第です。

難民問題も依然として当会には大きな解決すべき課

題の一つで在り続けて居ますが、此の遂行に関して

は会の担当者が適宜に支援させて頂いて居ます。

此れ等の会中枢の業務遂行に当たっては一人、当会

のみならず医師会、政済界等の議論等を、会全体と

して我々は注視すると共に、我々からも会固有の意

見等を発信し続けなければいけないと、当会及び私

は考えて居ます。

こうした現時点では‘コロナ感染症事件’にて頓

挫させざるを得ない会行事等へは、当会に依る可及

的に早急な再会は勿論ですが、皆様各位様への有効

な代替案等を適宜に発信して行きたいと当会は考え

て居ます。

何れにしても、各支援者の方には’アミーゴス’、

当会の設立意思＝「困窮する外国籍住民への支援」

を念頭 に更成る精神的、物資的、社会的な御支援

を当会からは宜しく御願い申し上げる次第です。

各支援者の方からの昨年、令和三年一年間の御厚意

に満ちた御協力や御支援に対して当会からは厚く心

からの深謝を申し上げ、同時に貴方様の本年、令和

四年一年間の御多幸を祈念致し当会からの本年当初

の御挨拶に代えさせて頂きます。

反貧困ネットワークぐんま
町田 茂

○コロナ禍での自殺未遂

コロナ禍で生活困窮が

加速する中、「反貧困

ネットワークぐんま」

は昨年5月に常設の相

談フリーダイヤルを群

馬民医連に設置。1年8

カ月で受け付けた相談は560人を超えています。

そのうち自殺未遂13人。救急搬送3人。路上や車

上生活からアパートに入居した人21人。生活保護

の申請同行54人。自己破産12人。障害年金申請1

1人。養育費の請求3人などの支援状況です。コロ

ナショックはリーマンショックより立ち直りが遅い

のが特徴で、支援の現場は今も緊迫しています。
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○相談の多い一人親と非正規労働者

事例1 Aさん 44歳 女性 一人親 子ども1人

Aさんは高校生の息子を抱えながら、昼は定食屋、

夜は居酒屋のダブルワークで生計を立ててきました。

しかし新型コロナの影響で職場を解雇。その後は仕

事を探すも見つからず、消費者金融からの借金で生

活を維持していました。やがて家賃の滞納でアパー

トを退去勧告。車も借金で差押えられて売却。その

後も消費者金融や闇金からの取り立て電話が続きま

した。そのためAさんはノイローゼとなり、食べ物

も尽きて体重は36ｋｇに減少。絶望してビルから

飛び降りて死のうとした時、携帯電話が鳴りました。

それは母親の帰りが遅いのを心配した息子からの着

信でした。Aさんは自分亡き後に一人残される息子

のことを思うと涙が止まらなくなり死ぬことができ

ず、その4日後に私たちの相談にたどり着きました。

事例2 Bさん 21歳 男性 妻子と別居

Bさんは一人親の母親のもとで過酷な虐待と暴力

を受けて育ちました。ある日母親に「もう暴力振る

わないで」と泣きながら懇願して学校から帰宅する

と、母親は自宅で首つり自殺を図っていました。幸

い縄をかけたカーテンレールが重みで落下して一命

をとりとめましたが、それ以後は母親が死なないよ

う黙って暴力を受け続けました。中学卒業後に18

歳で結婚。19歳で子どもが生まれましたが、中卒

で運転免許がないBさんはコロナ禍で仕事を失い困

窮します。やがて生活苦で妻子が家を出ていき、電

話や電気･水道が止まり所持金は10円。公園で水を

汲んで生きる中、携帯をコンビニのWifiにつないで

届けられたメールは「死にたいけど、やり方がわか

らない」でした。

○ も困窮しているのは外国人

憲法では生存権が保障されており、日本人であれ

ばどんなに困窮していても生活を回復することがで

きます。しかし在留資格のない外国人は、同じ人間

なのに生存権が保障されず、働くことすらも許され

ていません。コロナ禍で次々と仕事を失う外国人の

前で私たちは無力になり、お金の支援を続けている

だけの状態です。

私たちはAMIGOSさんと共催で、12月27日

（月）前橋公園で「新型コロナ生活相談＆フードバ

ンク」を開催します。生存権すら保障されない外国

人の声なき声を形にして、一緒に社会を変えていき

たいと考えていますので、皆さんのお力添えをお願

い致します。

正木 泉
この事務所で過ごす中で私が

感じたのは、奉仕の心です。

困窮されている仮放免という

立場にある方々に向けて、い

ろいろな方向から手を差し伸

ばし続ける方々の姿を間近で

見させていただいて、私はそ

こに奉仕の心を感じました。

奉仕というのは、どこか聞こえが良いように感じら

れるかもしれません。しかし私が感じたのは、持て

るもの全てをもってして行う人との関わりにおける

その暖かさでした。

それは与えることに特化した、奉仕という言葉のと

おり自らのためや見返りのためのものではなく、た

だあなたのためにというメッセージを含んでいるも

のに思えます。

物資等を受けられた方からの感謝のお手紙を拝見す

ると、送った以上のものを受け取られたのだなとい
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うことを感じ、嬉しくなりました。

私の耳に入ってくることは、想像してもしきれない

程の厳しい現実ばかりです。現在大学1年生の私に

とって、内容こそ普段何気なく過ごしているだけで

は残念ながらなかなか触れる機会の無いものですが、

その現実を必死に生きているのは今となってはもう

身近となっている在日外国人の方々なのだと思うと、

自分の世界の狭さに気付かされます。

そして、活動の中で出会う外国人の方々は、どれだ

け長い間日本に住まわれているからといって、持ち

合わせている感覚まで日本人と同じになるというこ

とはなかなかありません。そのため、意思の疎通か

ら一筋縄ではいかず、「当たり前」が異なるという

ことを日々痛感しています。その度にこの活動の必

要性を改めて実感しその広まりを願うとともに、自

分に出来ることに思いを込めて続けていきたいと感

じます。未熟な私は未知だらけの現実を前にして自

分には何が出来るのかと考えてばかりの日々ですが、

貴重な多くのことを経験し学ばせて頂ける環境に感

謝しながら、少しでもこの活動に貢献出来るよう頑

張っていきます。

（正木泉）

久保田羽南

私がこのお仕事を始め

て 初に調べた言葉です。

私は現在、大学生です。

このお仕事は、もともと

AMIGOSで働いていた

友人に誘われたことがきっ

かけで2021年春に始め

ました。

当初の私は、この団体に

ついて、困窮する外国籍の方の現状、入管や仮放免

といった言葉など、お仕事に関わることのほぼ全て

を知りませんでした。そこで、 初に検索にかけた

のが冒頭で述べた「仮放免」という言葉です。検索

結果に表示されるのはそれまで知らなかった外国籍

生活困窮者の実態であり、その待遇の悪さや自分の

無知さに衝撃を受けました。同時に、もっと知りた

い、自分も力になりたいと思い今日まで活動を続け

てきました。

日々の業務の中では、今まで知らなかったことをた

くさん学ばせていただいています。生活困窮者支援

に関する情報はもちろんのこと、PC・事務作業か

ら食糧支援のための芋掘りに至るまでの様々なお仕

事は、私の良い人生経験となっています。特に印象

的だったのは、被支援者の方に英語で電話をかけた

ことです。台本を作り、緊張しながらかけた電話で

の会話は、相手の方の発言を聞き取れないことが多

く、時間もかかり大変でした。しかし、わずかな語

彙力とリスニング力を振り絞り、なんとか会話を終

えた時の達成感は初めて感じるものでした。このよ

うに、初めての経験をたくさんさせていただく中で、
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将来社会人として、自立した1人の人間として

生きていくためのスキルも身につけられている

と感じています。

世の中には春までの私のように、外国籍生活困

窮者の現状を知らない人も多くいるでしょう。

そんな中、学生の間にその事実を知れたこと、

それらを教えてくれる方々に出会えたことは、

本当に幸運だと感じています。また、私の誕生

日は「世界人権デー」です。この日に生まれた

ことも運命と思い、これからもAMIGOSの活動

を通して、全ての人が国籍に関係なく、基本的

人権が保証された生活を送れるようお手伝いを

続けていきたいと思います。

笠原冬美

私はアミーゴスで食料

支援や新型コロナウイル

ス対策のマスクや消毒液

を発送するお手伝いを今

年からしています。毎月

箱いっぱいに詰められた

食料や衛生用品が運ばれ

ていく先にたくさんの困

窮する外国人がいること

を知りました。

様々な事情で困窮している外国人は不安な生活

を送っていると思います。新型コロナの感染が

流行した昨年、アミーゴスでは入手困難だった

マスクを集め消毒液を作って送られ、受け取っ

た方からの手紙を見ると喜こばれていたのがわ

かりました。どんな状況でも人のためを考えて

動けるのは素晴らしいと思います。そして長年、

無料の医療相談会を開催してたくさんのボラン

ティアや支援者と共に多くの人を助けてきたの

はすごいことだと思います。弱い立場の人のた

めに力を尽くしている姿を見て、普段電車や外

で会う外国人は普通に生活をしていると思って

いました。

目の前にいる人が借金したり貧しい生活をして

いるかもしれないなんて想像したことはありま

せんでした。

以前、私が通っていた専門学校に20人くらいの

留学生を受け入れて欲しいという電話がかかっ

てきたことがあります。日本で働くのが目的で

学ぶなんてつもりのない学校を通して入国しよ

うとすることに悪い印象を持っていましたが、

生活のために外国で頑張る人達なのだと知りま

した。

そんな人達が困窮していると思うと胸が痛みま

す。このアミーゴスの活動を通じて知らなかっ

たことがわかるようになりました。仮放免者、

難民の人たちがどのように生活しているかを知

り、自分に出来ることから支援を一緒にしてい

こうと思いました。

11月 11日（木）赤羽にある星美学園小学校5

年生と6年生に北関東医療相談会の講演会を行

いました。小学生に講演は初めてのことであら

ためて先生方の苦労の一端を知りました。

準備に知り合いの小学生新聞の記者にも伺い新

聞の記事を参考にもしましたが、結論は大人と

同じ内容で構成しかみ砕いた話し方なのだろう

と思いました。学校からは誌面にあるような小

学生たちの反応でした。限られた枚数しかあり

ませんが、どの生徒も立派な文章で圧倒される

思いでした。

第18号 NEWSLETTER 2021年12月号

5

アミーゴスの活動を知って

星美学園 講演会



第18号 NEWSLETTER 2021年12月号

6



第18号 NEWSLETTER 2021年12月号

7



第18号 NEWSLETTER 2021年12月号

8

特集 絶対的貧困
「生存することが困難な状態」が一般的な定義と言われる“絶対的貧困”この最貧困をアンケート調査した速報版を

お知らせします。
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写真報告 第62回医療相談会
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写真で見る医療相談会

5月反貧困群馬

第1回川口健康相談会

初のバラエティ出演

星美学園作文集
第62回 医療相談会・健診
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「
外
国
人
の
生
活
困
窮
者
（
仮
放
免
者
等
）
の
高
額
医
療
費
等

の
支
援
を
求
め
る
記
者
会
見
」
の
御
礼

事
例
一.

卵
巣
癌
の
女
性
は
、
七
月
二
日
に
手
術
を
お
こ
な
い
無

事
成
功
し
、
そ
の
後
在
留
特
別
許
可
に
よ
っ
て
国
民
健
康
保
険
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
で
抗
が
ん
治
療
を
お
こ
な

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
十
一
月
二
七
日
に
最
後
の
抗
が
ん
剤
治

療
を
終
え
、
十
二
月
十
三
日
一
ヶ
月
健
診
の
結
果
問
題
な
い
こ
と

が
判
明
し
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
っ
て
手
術
費
用
が
集
ま

り
病
院
側
も
皆
様
の
熱
意
を
受
け
対
応
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

か
か
っ
た
手
術
費
用
は
百
五
十
万
円
で
し
た
。
そ
の
後
の
抗
が
ん

剤
治
療
は
６
回
と
も
健
康
保
険
で
対
応
で
き
た
の
で
想
定
よ
り
格

安
に
終
わ
り
ま
し
た
。

事
例
二.

尿
管
結
石
の
南
米
人
は
調
べ
て
み
る
と
胆
嚢
結
石
で
八

月
一
六
日
に
手
術
し
て
直
径
五
㎜
以
上
の
小
石
ほ
ど
の
結
石
が
一

〇
個
除
去
さ
れ
ま
し
た
。
病
院
の
配
慮
で
無
料
低
額
診
療
で
行
わ

れ
費
用
は
か
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
後
一
ヶ
月
分
の
生
活
費

と
新
し
く
転
居
し
た
の
で
敷
金
及
び
礼
金
を
だ
し
ま
し
た
。

事
例
三.

重
度
の
糖
尿
病
と
の
こ
と
で
県
内
の
病
院
で
、
あ
ら
た

め
て
調
べ
て
み
る
と
重
度
の
ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
炎
で
し
た
。
結
局

手
術
は
無
く
、
治
療
費
と
し
て
一
五
〇
万
円
か
か
り
ま
し
た
。
現

在
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
治
療
と
糖
尿
病
の
治
療
を
無
料
低

額
診
療
の
病
院
で
し
な
が
ら
生
活
改
善
を
行
っ
て
い
ま
す
。
生
活

費
は
東
京
つ
く
ろ
い
フ
ァ
ン
ド
と
医
療
相
談
会
か
ら
食
料
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
い
た
だ
い
た
お
金
は
卵
巣
癌
の
女
性
は
一
二
月

ま
で
は
生
活
費
と
し
て
支
援
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
仮
放
免
者

の
皆
様
の
医
療
費
用
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
地
方
の
脊
柱
管

狭
窄
症
の
仮
放
免
者
へ
の
支
援
、
仮
放
免
者
の
治
療
は
、
三
五
年

前
の
国
の
混
乱
で
痛
め
た
耳
の
回
復
治
療
、
子
宮
筋
腫
の
女
性
二

名
の
う
ち
一
人
は
胸
に
し
こ
り
が
あ
る
と
の
こ
と
で
検
査
を
行
い

ま
す
。
最
近
で
は
動
脈
乖
離
の
仮
放
免
者
の
治
療
を
検
討
を
始

る
と
こ
ろ
で
す
。

引
き
続
き
皆
様
の
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。
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① 12月21日(火) 女性に家サーラ―学習会

ZOOM 講演会 長澤正隆、大澤優真

② １２月２７日（月）11時～16時

場所 前橋公園（県庁北側）

主催 北関東医療相談会AMIGO/反貧困ネッ

トワークぐんま

問い合わせ 0120-308-505 （町田）

③ 医療相談会

計画 2月初旬

④ 3月計画

医療相談会 前橋

その他

・一年間の報告会 埼玉県浦和 ３月計画

＜ 寄付金の決済がしや

すくなりました。＞

下記のQRコードから寄付金が

しやすくなりました。

スマホでスキャンしていただ

けるとホームページのコングラントのページに入れ

ます。

＜手術・治療の予定＞

・今年の記者会見によって多くの皆様からいただい

た献金よって以下の治療の手術を行う予定です。

① 耳の外科手術：来日前に自国で政府によって拷

問を受け難聴となった南米出身の男性費用1,496,9

46円引き続き皆様の御支援を願います。

② 子宮筋腫の治療の女性2人の予定があります。
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編
集
後
記

今
月
号
の
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
は
盛
沢
山
と
な
り
ま

し
た
。
▼
特
集
・
絶
対
的
貧
困
は
最
貧
困
と
も
呼

ば
れ
「
生
存
す
る
こ
と
が
困
難
な
状
態
」
を
言
い
、

食
べ
ら
れ
な
い
、
家
賃
払
え
な
い
、
病
院
に
行
け

な
い
状
態
を
指
す
。
国
の
政
策
と
し
て
こ
の
「
生

存
す
る
こ
と
が
困
難
な
状
態
」
が
つ
く
ら
れ
て
い

る
。
日
本
人
で
あ
れ
ば
憲
法
二
十
五
条
の
生
存
権

で
「
生
活
保
護
」
が
機
能
す
る
が
、
仮
放
免
中
の

外
国
人
は
そ
の
二
十
五
条
以
下
で
生
活
し
て
い
る

人
々
は
三
千
人
い
る
。
も
ち
ろ
ん
難
民
申
請
者
に

い
た
っ
て
は
一
万
人
は
い
る
、
特
定
滞
在
三
ヶ
月

の
人
々
も
、
ほ
ぼ
一
緒
の
扱
に
置
か
れ
、
最
貧
困
、

絶
対
的
貧
困
と
言
わ
れ
る
中
で
苦
し
ん
で
い
る
。

そ
こ
に
オ
ー
バ
ー
ス
テ
ィ
を
加
え
る
と
人
に
よ
っ

て
差
異
は
あ
れ
ど
最
貧
困
の
人
々
は
増
々
多
く
な

る
。
国
柄
は
、
国
家
が
決
め
る
事
で
は
あ
る
が
、

最
貧
困
の
外
国
人
を
日
本
政
府
が
先
導
し
て
作
る

こ
と
に
は
抵
抗
を
感
じ
る
。
私
た
ち
は
、
最
低
で

も
健
康
で
い
て
ほ
し
い
と
願
い
健
康
診
断
事
業
を

始
め
た
が
国
が
率
先
し
て
外
国
人
を
最
貧
困
に
貶

め
て
い
る
の
は
お
か
し
な
こ
と
だ
、
と
声
を
あ
げ

た
い
。
▼
も
う
一
つ
の
特
集
は
、
初
め
て
小
学
生

五
年
生
と
六
年
生
に
、
こ
の
事
で
講
演
し
ま
し
た
、

か
え
っ
て
き
た
言
葉
は
驚
い
た
と
言
う
事
と
寄
り

そ
っ
て
い
る
こ
と
へ
の
同
調
で
し
た
。
子
供
た
ち

の
貧
困
へ
の
驚
き
と
疑
問
に
、
ど
う
応
え
た
ら
よ

い
の
だ
ろ
う
か
。

私
た
ち
は
、
少
な
く
と
も
子
供
が
納
得
す
る
社
会

を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
強
く
思
う
の

で
あ
る
。

（
長
澤
）

会費と寄付金ありがとうございました。
会費の納入状況 （単位 円）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 合計

会費 0円 4.3万円 15.3万円 4万円 0.6万円 2万円 26.2万円

寄付金28.6万円 122.5万円 671.9万円 203.7万円 94.6万円 31.０万円 11,52.3万円

＜ 助成金団体及び寄付金＞

赤い羽根(群馬県協同募金会)、大阪コミュニティ財団、カリタスジャパン、庭野平和財団、パブ

リックリソース財団、福祉医療機構、個人篤志家

＊今期の特徴は、記者会見によって多くの皆様から支援金をいただきました。また弁護士との協

力によって在留特別許可により国民健康保険が取得できたこと、無料低額診療の病院で治療が受

けられたことが幸いでした。

年 間 行 事


